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近江うし丸

　　　歳入の主なもの　　　歳入の主なもの

持続可能な 竜王町を    めざした新年度＆めざした新年度＆
平成28年度一般会計 62億4,100万円  2.2％の拡大予算を可決

　3月定例会を3月1日から24日までの24日間の会期で開きました。
　今定例会では平成28年度予算8件、平成27年度補正予算8件、条例関係
16件、その他請願など4件の合計36議案を審議し、結果、請願１件を継続
審査とした他はすべて可決・採択しました。

予算額予算額 前年度当初予算との比較前年度当初予算との比較 増減増減
法人町民税 ３億6,430万円 2.7億円 減 42.3％
　27年度中からの法人町民税率の引き下げと、今後の消費税率の引き上げ予定により、短期的には企業の　27年度中からの法人町民税率の引き下げと、今後の消費税率の引き上げ予定により、短期的には企業の
業績回復が見込みにくい業績回復が見込みにくい

地方交付税 １億5,200万円 1.3億円 増 660.0 %
　27年度決算は1億1,300万円を見込んでいる。2年連続で交付を受ける予定　27年度決算は1億1,300万円を見込んでいる。2年連続で交付を受ける予定

国庫支出金 ７億5,723万円 1.3億円 増 19.9%
　工業団地造成に伴うインフラ整備、障害者支援関連事業、臨時福祉給付金などの事業費の増加に伴い増となる　工業団地造成に伴うインフラ整備、障害者支援関連事業、臨時福祉給付金などの事業費の増加に伴い増となる

町　　　債 3億5,820万円 2.2億円 増 161.1％
　町債3　町債3億億5,820万円のうち3億800万円は、普通交付税の交付を見込むことに伴う臨時財政対策債5,820万円のうち3億800万円は、普通交付税の交付を見込むことに伴う臨時財政対策債

財源不足を補うため
財政調整基金から
繰り入れます。

補正予算！補正予算！
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財政調整基金とは、年度
間の財政不足に備えるた
めに財源に余裕がある年
度に積み立てておく基金
のことです

H19 20 21 22 23 24 25 26 27H28（年度）

（千万円） （千万円）

財政調整基金残高（一般会計分） 町債残高（一般会計分）

※H27,28 は見込み ※H27,28 は見込み

H19 20 21 22 23 24 25 26 27H28（年度）

町債とは、町が負担
する債務のことです

4,000万円
46億円

28年度予算
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ふるさと納税推進費ふるさと納税推進費
4,098万円

納税者への謝礼品にかかる納税者への謝礼品にかかる
経費など経費など

保育所運営費保育所運営費
2億2,145万円

保育所運営に係る負担金保育所運営に係る負担金

竜王インター周辺地区整備費竜王インター周辺地区整備費
8億1,390万円

工業団地や物流拠点への工業団地や物流拠点への
アクセス道路の整備などアクセス道路の整備など

若者交竜事業若者交竜事業
1,570万円

若者交竜拠点施設整備基本設計
業務委託料など

歳出の主なもの歳出の主なもの

公共交通対策費公共交通対策費
補助金 1,958万円

岡屋線・八幡竜王線への補助金岡屋線・八幡竜王線への補助金

28年度予算

28年度予算

28年度予算

3月議会で3月議会で
何が何が

決まったの？決まったの？
持続可能な持続可能な  竜王町竜王町をを     めざした新年度＆

平成28年度特別会計・企業会計
国保（事業勘定） 12億9,030万円
国保（施設勘定） 6,280万円
学校給食事業 5,940万円
下水道事業 6億6,900万円
介護保険 8億5,380万円
後期高齢者医療 9,380万円
水道事業

＜３条予算＞
・収益的収入 3億6,606万円
・収益的支出 3億6,605万円

＜４条予算＞
・資本的収入 1億4,080万円
・資本的支出 2億8,510万円

ふるさと納税は
28年2月末で2,701件
9,426万円の

寄付を頂きました。
ありがとうございました。

27年度補正

28年度予算

業務務委託委託料な料 ど

竜王近江牛等特産品発信事業竜王近江牛等特産品発信事業
2,860万円

アグリパーク田園資料館改修工事費などアグリパーク田園資料館改修工事費など

27年度補正
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基金の積立は

不明水の調査は

バス路線の検討は

給食での地産地消は

介護支援は十分か

　　　健全な財政運営を！
町税の滞納について、適正に処理するように努力いただきたい。厳しい財政事情での予算編成であるが、より
適正かつ有効な執行と健全な財政運営に努められたい。

問  基金が枯渇してきたが、突発的な支出にはどの
ように対応するのか。

答  町財政の弾力性の確保に向け各事業の評価見
直しを積極的に行う。さらに、増加する公共施
設の維持管理経費へ充当するため、また、これ
によって単に基金を消化することがないよう
に積み立てていく手法をとっていく。

問  不明水対策調査委託料が912万1,000
円計上されているが、どの程度まで調査
できるのか。

答  煙による調査、宅内の誤設調査および
流量調査の３つの調査を実施する。

問  今後の公共交通のあり方をどのように考えてい
るのか。

答  近江八幡市は、岡屋線を廃止したい意向だが、
廃止することは出来ない。

　　 滋賀竜王工業団地への路線も含め、検討する。

問  学校給食で竜王町産の食材の使用割合は。
答  野菜、米を中心に平均60％です。

問  認知症問題や外出支援サービスの対策は十分か。
答  認知症については、地域の区長、民生委員、福祉
委員、ボランティアの方々などが見守りをして
いただいており、町と情報共有し対応してい
る。外出支援については、NPO法人スマイルの
サービスが中心で、他にも介護タクシーや公共
交通、家族の方による送迎等の対応をしていた
だいている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 町有地を有効活用することを目的に土地の交換を行うことについて
可決。

●交換する土地の面積割合は、町有地2に対して、相手所有者を１とし、交換差金を0円として交換
●交換することにより当町有地は町道小口八重谷線に接続することとなり、利便性と土地評価が向上

平成28年度予算平成28年度予算をを慎重審議！慎重審議！

　　　意見意見

交換に供する財産
小口字廣谷1100番６　地籍　2,336㎡
　　　　　　　価格　15,255,581円

交換により取得する土地
小口字廣谷1113番8　地籍　1,169㎡
　　　　　　　価格　8,181,390円
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近江うし丸

不明水って？
不明水とは、汚水のみを処理する下水道処理
施設に、何らかの原因で浸入する雨水や地下
水のことを言います。不明水が発生すると下
水道施設の処理能力を超えた水量が流入し、
処理費用の増加や水質悪化など様々な問題
を引き起こします。
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問  各課長が課の業務をとりまとめ、総務主監が
舵取りをするということで平成27年度から
「総務主監・産業建設主監・住民福祉主監」の
部門ごとの３主監体制から「総務主監」とし
て一本化されたのではなかったのか。

答  特に福祉部門の圏域の課題、新たな制度な
どに対応する必要から、軌道修正を行い、町
長部局に住民福祉主監を設置するものであ
る。

意見  以前から申し入れているように、機構改
革については条例改正の前に事前に議
会との議論の場を設けられたい。

【概要】 産業振興課を農業振興課と商工観光課に分けるとともに、また、町長部局に住民福
祉主監を設置する

３月定例会での条例に関する議案は、新規制定が２件、一部改正が14件であり、全て原案
どおり可決しました。主な条例議案は次のとおりです。

条例条例のの制定・一部改正制定・一部改正などなど条例条例のの制定・一部改正制定・一部改正などなど

住民福祉主監を設置

産業振興課

分課

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

竜王町定数条例

竜王町課設置条例

竜王町手数料条例

竜王町税条例

【概要】 組織体制の見直しに併せて、定数の総数
は改定せずに各部局の定数を増減する

総数
145名

町長の事務部局 94人

改正
⇒
⇒

99人

教育委員会の
事務部局 13人 16人

教育委員会の
所管に属する
教育機関

38人 30人

【概要】 住民票の写し等の交付手数料について、
平成28年７月からコンビニエンススト
アにおける証明書の発行に対応するた
めの見直しをする必要があることから、
現行の継続用紙４枚増すごとに100円
を付加する規定を削除

【概要】 町税の徴収猶予に係る徴収金の分割納
付または分割納入の方法、申請手続き等
について新たに規定
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総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

常任・特別委員会の活動

問  ブランド化成功の秘訣は何か。
答  地元産にこだわり、「からりの
農産物は安全」というイメージ
を持ってもらえるよう品質管
理の徹底などに努めている。

問  地域コミュニティ無線
を採用するメリットは。

答  混信のない専用波を利
用した比較的安価なシス
テム構築が可能である。

愛媛県内子町、道の駅「内子フレッシ愛媛県内子町、道の駅「内子フレッシ
ュパークからり」訪問ュパークからり」訪問

28年度には地域振興波を活用28年度には地域振興波を活用
した地域コミュニティ無線の基した地域コミュニティ無線の基
本設計業務を実施する。本設計業務を実施する。

「TPP（環太平洋連携協定）交渉に「TPP（環太平洋連携協定）交渉に
関する意見書を求める請願」を審査関する意見書を求める請願」を審査

視察・研修視察・研修 防災情報システム防災情報システム 請　願請　願

問  発達障がいへの対応が遅
れることにより二次障害を
招く場合があるとのことだ
が、対応が遅れるのはどう
いう場合か。

答  保護者が「障がい」という
言葉に戸惑い、なかなか
受け入れられない場合が
ある。

平成26年度に発達支援課が新た平成26年度に発達支援課が新た
に設置に設置 委員の感想   小中学校に小中学校に

加え幼稚園・保育園に加え幼稚園・保育園に
おいても英語教育が週おいても英語教育が週
に１時間行われているに１時間行われている
ことにも感心した。ことにも感心した。

英語教育の出発は、当時の校長の「一人で海外旅行に行ける」がスロー
ガン。

発達支援課の発達支援課の
業務内容業務内容

視察・研修視察・研修

◀ 道の駅「内子フレッシュパーク
からり」　での研修

海外旅行で英語が話せたらいいな▶
（多治見市・笠原小学校）　

笠原小学校  英語科の授業時間数（年間）
　1・2年生  35時間
　3・4年生  60時間　（竜王  20時間）
　5・6年生  70時間　（竜王  50時間）

岐阜県多治見市の小中学校を訪問岐阜県多治見市の小中学校を訪問

内容の一部  TPPの合意内容は、 TPPの合意内容は、
国会決議が遵守されているか国会決議が遵守されているか
厳格に精査し、TPPの影響によ厳格に精査し、TPPの影響によ
る農業者の不安を払拭するたる農業者の不安を払拭するた
めの万全な国内対策を講じるめの万全な国内対策を講じる
よう強く求め、意見書を国によう強く求め、意見書を国に
対し提出するよう要請する。対し提出するよう要請する。

◀ 内子産の特産
品「じゃばら」
を使ったドレ
ッシングやド
リンクなどの
加工品
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人口減少対策特別委員会

地域活性化特別委員会

問  若者の流出を防ぐ対策が必要ではな
いか。

答  地域に新しい人は入ってきてほし
くないといった声も聞く。地域やそ
こに住んでいる人の意識改革も必
要である。

人口ビジョンは、４５年後の2060年までを対象人口ビジョンは、４５年後の2060年までを対象
期間とし、今後新たな人口減少対策をとらない期間とし、今後新たな人口減少対策をとらない
場合、2060年には約7,200人まで減少する。場合、2060年には約7,200人まで減少する。

まずは、各課が担当分野において人口増のため具体的にどのよまずは、各課が担当分野において人口増のため具体的にどのよ
うに考えているのかを中心に調査活動を行う。うに考えているのかを中心に調査活動を行う。
委員の感想   
・ 人口14,000人の目標はあるが、まず減少を食い止める・ 人口14,000人の目標はあるが、まず減少を食い止める
具体的方策が必要ではないか。具体的方策が必要ではないか。
・ ある地区では28年度に地域コミュニティ計画を策定さ・ ある地区では28年度に地域コミュニティ計画を策定さ
れる予定。それぞれの地域での人口推移を分析することれる予定。それぞれの地域での人口推移を分析すること
で増減要因が見えてくるのではないか。で増減要因が見えてくるのではないか。
・ 本町は、企業の動向に左右されることが多いが、これは・ 本町は、企業の動向に左右されることが多いが、これは
どうにもならない。その他の要因を突き止める必要がある。どうにもならない。その他の要因を突き止める必要がある。

竜王町人口ビジョン竜王町人口ビジョン 今後の研究・調査活動今後の研究・調査活動

山之上地区の住宅整備について山之上地区の住宅整備について
は、町道殿山線の拡幅工事を第は、町道殿山線の拡幅工事を第
１・第２工事に分けて行う。１・第２工事に分けて行う。

住宅整備住宅整備
工事は、平成28年度末の完了をめ工事は、平成28年度末の完了をめ
ざし順調に進める。ざし順調に進める。

滋賀竜王工業団地滋賀竜王工業団地
地元建設委員会に対し、農工計画地元建設委員会に対し、農工計画
の変更と計画期間の延長を実施すの変更と計画期間の延長を実施す
る説明を行ったとの報告を受けた。る説明を行ったとの報告を受けた。

（株）雪国まいたけ（株）雪国まいたけ

問  山之上地区の全体事業費
はどれくらいか。

答  インフラ等を除き、４億
円程度ではないかと考え
ている。

問  今の状態では、前回農工計
画を変更した3年前と変わ
っていないが、（株）雪国ま
いたけが契約などした企
業はあるのか。

答  契約までには至っていない。

問  １区画は決定したが、あと
の６区画については進出希
望企業はあるのか。

答  28年度中にはさらに１社
契約ができるよう努力す
る。残りの区画について
も数社問い合わせがある。

将来人口・高齢化率の推計（竜王町人口ビジョンより）

パターン１：新たな人口減少対策を取らない場合の推移
パターン５：国が設定の出生率、20～39歳の転出超過を5年ごとに半減させ抑えていくとして推計
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３月定例会で11人が
 19問の一般質問を行いました。
ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

９ 若井 猛志 ・ 出生率低迷への対策は
 ・ TPPによる食（学校給食）の安全は

10 森山 敏夫  ・ 上水道の低温対策は
 ・ 竜王西小学校の地盤沈下の対応を

11
貴多 正幸 ・  町民の健康増進対策に危機意識を

山田 義明  ・ アグリパーク竜王周辺の国道に歩道・横断歩道を

12 小西 久次 ・ 町の観光振興の加速化を
 ・ 農林公園内国道477号に歩道の早期設置を

13
菱田 三男 ・ 電力自由化への対応は

古株 克彦 ・ 認知症対策の充実を

14 松浦　博 ・ 「近江牛発祥の地」を宣言できないか
・  早期に住宅団地の空き区画対策を

15 森島芳男  ・ 被災後の生活再建支援はどうするのか
 ・ マイナンバーカードの申請状況は

16 内山英作
・ 英語教育の取り組みは
・ 町特産品による観光振興を
 ・ 安心して外出できる地域社会を

17 岡山富男 ・ 町有地を活用し集合住宅を
 ・ 竜王駐在所を交番にできないか

が

町政
　 ここを う！問

近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

傍聴に来てみませんか？傍聴に来てみませんか？
次回の一般質問次回の一般質問５５月月2323日日月月予定予定
議会事務局  ☎ 議会事務局  ☎ ●●有 58-3713 58-3713

し丸し丸

たり、
もので、
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竜王産60％の学校給食

出生率低迷への対策は出生率低迷への対策は問

多種多様な支援の提供に努める答

問　

人
口
が
減
り
続
け

る
の
は
、
出
生
率
低
迷
が

大
き
な
要
因
だ
と
考
え

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
っ
て
き
た
の

か
、
今
後
の
対
策
は
。

答　

本
町
の
出
生
率
は
近
年

１
・
58
〜
１
・
48
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

低
迷
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
に

よ
る
未
婚
率
の
増
加
、
晩
婚

化
に
よ
る
出
生
率
の
減
少
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
は
不
妊
治

療
費
や
妊
婦
健
診
費
用
の

助
成
、
出
産
後
は
新
生
児
訪

問
事
業
を
は
じ
め
子
育
て
世

帯
の
育
児
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
２
月
か
ら
は
、
子

育
て
支
援
サ
イ
ト
「
り
ゅ
う

お
う
す
く
す
く
タ
ウ
ン
」
を

開
設
し
、
子
育
て
支
援
施
策

を
発
信
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
窓
口
の
充
実
の

た
め
、
産
前
産
後
か
ら
の

子
育
て
相
談
に
つ
い
て
専
門

の
職
員
を
配
置
し
、
多
種
多

様
な
支
援
提
供
を
行
い
、
出

生
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い

く
。

問　

学
校
給
食
に
つ
い

て
、
地
産
地
消
の
観
点
か

ら
竜
王
産
の
使
用
実
績
は

60
％
前
後
と
聞
い
て
い
る

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
批
准
さ
れ

た
場
合
、
残
り
４
割
の
食

品
の
安
全
性
は
ど
の
よ
う

に
確
保
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
子
ど
も
に
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。

答　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

給
食
物
資
を
購
入
す
る
際
に

は
、
製
造
業
者
・
所
在
地
・

内
容
成
分
・
使
用
原
材
料
お

よ
び
原
産
地
、
ま
た
生
産
履

歴
等
が
わ
か
る
商
品
規
格
書

等
を
添
付
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　

あ
わ
せ
て
竜
王
産
の
食
材

を
よ
り
多
く
使
用
す
る
た
め

に
献
立
の
工
夫
を
行
っ
て
お

り
、
竜
王
産
が
確
保
で
き
な

い
場
合
は
、
県
内
産
、
国
内

問答

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
食（
学
校
給
食
）の
安
全
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
食（
学
校
給
食
）の
安
全
は

安
全
、
安
心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
事
業
を
推
進
す
る

産
を
優
先
し
て
使
用
し
て
い

る
。
魚
類
等
に
つ
い
て
は
、

商
品
規
格
書
や
サ
ン
プ
ル
で

確
認
し
な
が
ら
使
用
を
決
定

し
て
い
る
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど

も
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
可
能
な

共
同
調
理
場
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
除
去
食
や
代
替

食
等
の
対
応
は
し
て
い
な
い

が
、
可
能
な
限
り
ア
レ
ル
ゲ

ン
と
な
る
食
品
を
使
用
し
な

い
調
理
の
工
夫
を
す
る
と
と

も
に
、
対
象
の
子
ど
も
の
保

護
者
へ
は
給
食
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

若井 猛志 議員　

◀
子
育
て
サ
ロ
ン（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▶
子
育
て
支
援
サ
イ
ト

　
「 

り
ゅ
う
お
う
す
く
す
く
タ
ウ
ン
」
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問　

西
小
の
校
舎
と
運

動
場
と
の
間
に
あ
る
通
路

に
お
い
て
、
地
盤
沈
下
が

見
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
付

近
の
校
舎
で
は
数
か
所
に

ひ
び
割
れ
も
発
生
し
て
い

る
。

　

場
所
が
学
校
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
災
害
時
の
広

域
避
難
所
で
も
あ
り
、
慎

重
か
つ
迅
速
に
対
応
す
べ

き
で
あ
る
。
町
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
実
態
を
把
握

し
、
対
応
さ
れ
て
い
る
の

か
、
児
童
の
み
な
ら
ず
、

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

の
観
点
か
ら
町
の
見
解
を

問
う
。

答　

西
小
の
校
舎
に
つ
い
て

は
、
耐
震
性
を
含
め
て
構
造

上
緊
急
を
要
す
る
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
校
舎
周
辺
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
面
や
側
溝
な
ど
の
外

溝
部
分
に
お
い
て
は
、
一
部

で
地
盤
の
沈
下
に
よ
る
歪
み

や
ひ
び
割
れ
な
ど
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
の
原
因
に
つ
い

て
は
、
砂
地
の
層
が
長
年
の

雨
水
の
浸
透
を
繰
り
返
す
中

で
収
縮
し
て
い
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
徐
々
に
沈
下
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
、
専
門
的
な
調
査

が
必
要
で
あ
る
。
早
急
に
調

査
の
実
施
時
期
を
見
極
め
た

い
。

問　

こ
の
冬
、
中
国
・

九
州
地
方
で
低
温
に
よ
る

配
水
池
お
よ
び
水
道
管
の

凍
結
が
発
生
し
、
数
日
間

広
域
で
断
水
し
、
日
常
生

活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　

異
常
気
象
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
昨
今
の
状

況
か
ら
、
本
町
に
お
い
て

低
温
に
よ
る
断
水
の
可
能

性
は
な
い
の
か
、
ま
た
可

能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば

そ
の
対
策
に
つ
い
て
町
の

見
解
は
。

答　

１
月
に
九
州
地
方
を

中
心
と
し
て
発
生
し
た
断
水

は
、
普
段
温
暖
な
地
域
に
低

温
が
発
生
し
水
道
使
用
者
の

給
水
装
置
が
凍
結
・
破
損
し

た
事
に
よ
り
、
大
量
に
漏
水

し
た
た
め
断
水
が
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
各
家
庭

で
も
一
般
的
に
凍
結
防
止
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合

が
多
く
、
同
様
の
被
害
が
発

生
す
る
可
能
性
は
低
い
が
、

各
水
道
使
用
者
に
対
し
て
露

出
管
へ
の
保
温
材
の
設
置
、

低
温
時
に
は
少
量
の
水
を
出

し
て
お
く
等
、
凍
結
対
策
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
し
て

い
る
。

◀
薬
師
配
水
池

　
（
ス
テ
ン
レ
ス
構
造
）

◀
山
中
配
水
池（
P
C
構
造
）

地盤沈下が生じている通路

　森山 敏夫 議員

上水道の低温対策は上水道の低温対策は問

竜王西小学校の地盤沈下の対応を竜王西小学校の地盤沈下の対応を問

凍結対策について
 ホームページなどで啓発をしている

答

専門的な調査の実施時期について見極める答
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問　

平
成
28
年
度
の
町

行
政
執
行
方
針
で
「
増
加

し
続
け
る
医
療
・
介
護
等

に
か
か
る
行
政
需
要
に
対

し
て
、
引
き
続
き
町
内
の

各
医
療
機
関
や
各
関
係
機

関
等
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
町
民
皆
様
の
健
康
づ

く
り
に
向
け
て
、
特
に
予

防
を
中
心
と
し
た
対
策
を

着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
さ
れ
る
の
か
。

答　

当
町
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
備
軍
の

割
合
が
県
内
で
最
も
高
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
糖

尿
病
予
防
お
よ
び
悪
化
防

止
」
を
重
点
施
策
と
し
て
進

め
て
い
る
。

　

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

受
診
者
等
へ
生
活
習
慣
の
改

善
や
疾
病
予
防
に
関
す
る
指

導
・
助
言
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
健
（
検
）
診
の
受

診
率
の
向
上
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
し
た
個
別
の
受
診
結
果

の
説
明
会
を
引
き
続
き
実
施

問　

今
回
重
点
「
道
の

駅
」
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
を
機
に
、
現
在
未
整
備

状
態
の
歩
道
の
舗
装
と
、

東
西
地
区
を
結
ぶ
歩
道
の

設
置
な
ら
び
に
横
断
歩
道

の
設
置
で
、
交
通
事
故
対

策
と
道
の
駅
と
し
て
の
機

能
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に

つ
い
て
問
う
。

答　

県
の
向
こ
う
10
年
間
の

道
路
整
備
計
画
で
は
、
当
該

路
線
は
歩
道
整
備
事
業
化
検

討
路
線
と
位
置
付
け
ら
れ
、

検
討
路
線
か
ら
事
業
実
施
路

線
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う

昨
年
５
月
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
路
横
断
時
は
危

険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
公
安
委
員
会
に
横
断

す
る
。

　

啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
校
か
ら
老
人
会
ま

で
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
実

施
す
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
に

開
始
し
た
保
健
師
の
地
区
担

当
制
も
活
用
し
、
町
民
全
体

へ
の
取
り
組
み
を
丁
寧
に
行

い
、
５
年
後
10
年
後
の
健
康

増
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

歩
道
の
設
置
要

望
を
行
っ
て
い
る

が
、
横
断
後
の
安

全
確
保
な
ど
か
ら

設
置
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　

ま
す
ま
す
増
加

傾
向
に
あ
る
農
林

公
園
の
来
園
者
な

ら
び
に
、
周
辺
農

業
従
事
者
等
の
安

全
対
策
を
図
る
こ

と
が
結
果
と
し
て

施
設
と
し
て
の
機

能
ア
ッ
プ
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ

と
か
ら
、
歩
道
お

よ
び
横
断
歩
道
設

置
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
対
し
て
引

き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

貴多 正幸 議員　

町民の健康増進対策に町民の健康増進対策に
 危機意識を 危機意識を

問

糖尿病予防・悪化防止を重点的に取り組む答

　山田 義明 議員

横断歩道の設置が望まれる交差点

糖尿病予防啓発活動（川守老人会にて）

問答

ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

周
辺
の
国
道
に

周
辺
の
国
道
に

  

歩
道
・
横
断
歩
道
を

歩
道
・
横
断
歩
道
を

関
係
機
関
に
引
き
続
き

 

要
望
し
て
い
く
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歩道のない道を通学、ウォーキングする人ら

昨年は６万人（うち外国人約60名）が
観光に訪れた苗村神社

問　

観
光
の
現
状
と
今

後
の
具
体
的
な
対
応
は
。

答　

平
成
27
年
実
績
で
本
町

へ
の
観
光
客
は
、
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
へ
の
来
客
を
除
き
一
七

〇
万
人
程
度
で
あ
る
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
観

光
協
会
・
道
の
駅
・
町
商
工

会
・
町
内
企
業
と
連
携
を
図

り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
も
活
用
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
国
の
交
付

金
を
活
用
し
て
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
る
が
、
平
成
28
年

度
も
町
単
独
費
で
引
き
続
き

実
施
し
、
さ
ら
に
、
町
の
組

織
に
も
商
工
観
光
課
を
設
置

し
、
関
係
組
織
の
有
機
的
な

連
携
と
県
内
外
へ
の
ア
ピ
ー

ル
に
努
め
る
。

　

ま
た
、日
本
人
だ
け
で
な

く
、外
国
人
観
光（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
）を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
も
情
報
収
集
に
努

め
、観
光
対
応
や
農
業
観
光

の
力
を
つ
け
る
中
で
方
向
性

を
見
定
め
観
光
振
興
を
図
る
。

問　

山
之
上
三
田
池
前

コ
ン
ビ
ニ
付
近
か
ら
ア
グ

リ
パ
ー
ク
を
通
過
し
県
道

水
口
竜
王
線
交
差
点
ま
で

の
歩
道
設
置
の
早
期
着
手

に
つ
い
て
問
う
。

答　

県
の
道
路
整
備
計
画
に

か
か
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
国
道
４
７
７
号

は
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
空
間
を
形
成

す
る
た
め
の
歩
道
整
備
区
間

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
が
、
実
施
に
つ
い
て
は
事

業
化
検・

討・

路
線
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
事
業
実・

施・

路
線
と
な
る
よ
う
要
望
を

行
っ
て
き
た
。

　

今
回
ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
国

の
重
点
「
道
の
駅
」
と
し
て

選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
今

後
さ
ら
に
来
園
者
の
増
加
が

　小西 久次 議員

町の観光振興の加速化を町の観光振興の加速化を問

商工観光課を設置し充実を図る答

問答

農
林
公
園
内
国
道
４
７
７
号
に

農
林
公
園
内
国
道
４
７
７
号
に

  

歩
道
の
早
期
設
置
を

歩
道
の
早
期
設
置
を

安
全
確
保
の
た
め
早
期
着
手
に
向
け

 

働
き
か
け
を
続
け
る

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
早
期
実
現
に
向
け
県

に
働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

よようこうこそ竜王へそ竜王へ
主な観光施設の入込客数（平成27年）主な観光施設の入込客数（平成27年）

＊かがみの里 73万人＊かがみの里 73万人
＊アグリパーク 44万人＊アグリパーク 44万人
＊蒲生野の湯 13万人＊蒲生野の湯 13万人
＊希望が丘文化公園 13万人＊希望が丘文化公園 13万人
＊妹背の里 7万人＊妹背の里 7万人
＊苗村神社 6万人＊苗村神社 6万人
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問　

本
年
４
月
１
日
以

降
は
全
て
の
消
費
者
が
電

力
会
社
や
料
金
メ
ニ
ュ
ー

を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
る
が
、
庁
舎
等
公

共
施
設
で
使
用
す
る
電
力

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

本
町
の
庁
舎
等
公
共
施

設
で
は
、
従
前
よ
り
関
西
電

力
か
ら
電
力
を
購
入
し
て
い

る
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降

は
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
続

い
て
い
る
。
庁
舎
等
公
共
施

設
は
、
防
災
上
も
重
要
な
拠

点
施
設
と
な
る
こ
と
か
ら
電

力
の
安
定
供
給
は
欠
か
せ
な

い
と
の
認
識
の
も
と
、今
後
、

電
気
料
金
の
低
減
を
は
か
り

う
る
電
力
事
業
者
の
選
択
・

検
討
を
進
め
、
合
わ
せ
て
厳

し
い
財
政
状
況
の
も
と
節
電

対
策
に
努
め
る
。

　古株 克彦 議員

菱田 三男 議員　

認知症対策の充実を認知症対策の充実を問

電力自由化への対応は電力自由化への対応は問

安心して暮らせるまちづくりを目指す答

電力事業者の選択・検討を進める答

問　

認
知
症
予
防
の
取

り
組
み
の
現
状
と
対
策

は
。

答　

生
活
習
慣
病
予
防
が

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
特
に
本
町
で
は
糖

尿
病
予
防
対
策
に
重
点
を
置

き
、
老
人
会
や
福
祉
委
員
会

活
動
の
場
に
出
向
い
て
の
啓

発
や
、
健
康
診
査
結
果
返
却

時
の
個
別
健
康
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。

問　

認
知
症
徘
徊
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
は
。

答　

国
の
補
助
を
受
け
て
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
し
て

い
な
い
が
平
成
25
年
度
よ
り
、

行
方
不
明
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
の
家
族
か
ら
情
報
を

受
け
、
近
江
八
幡
警
察
署
と

情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
す
る
た
め
の
啓
発
と
し

て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
に
対
す
る
支
援

は
。

答　

認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
を
中
心
に
、
各
世
代
に
向

け
て
の
学
習
や
啓
発
、
介
護

事
業
所
職
員
の
認
知
症
ケ
ア

の
研
修
会
の
開
催
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
指
導
な
ど
に
継
続
し

て
取
り
組
む
。

●年度別の認知症サポーター養成数
～H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

884 1047 498 278 349 567 448 320 544

延べ4935人（平成28年３月末現在）

●認知症サポーターの内訳
啓発場所 延べ人数

おたっしゃ教室・老人会 1845人

中学校（H20～） 1065人

小学校（H25～） 409人

福祉委員会 79人

地区別人権懇談会 181人

企業・商工会等 119人

その他 1237人

合計 4935人

近江うし丸

電力小売全面自由化って？
これまで家庭向けの電気は、各地域を供給区域と
する電力会社だけが販売しており、電気をどの会
社から買うか選択できませんでした。今年４月１
日以降は、家庭向けの電気の小売業への新規参入
が全面的に自由化されることにより、家庭も含む
全ての消費者が、電力会社や料金メニューを自由
に選択できるようになりました。

A電力会社 B電力会社

需要家（一般家庭、
商店・事業所等）

料金メニューや供給条件の
比較などによって、

事業者を選ぶことができる

比
較 比

較
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問　

当
町
の
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
増
加
に
向
け
た
新

た
な
住
宅
用
地
開
発
に
は

際
立
っ
た
進
展
が
な
い

が
、
滋
賀
竜
王
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
に
伴
う
従

業
員
の
住
宅
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
早
期
対

策
と
し
て
既
存
住
宅
団
地

の
空
き
区
画
の
利
用
に
つ

い
て
問
う
。

答　

新
規
の
住
宅
供
給
や
住

宅
地
整
備
に
は
多
大
な
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
空
き

家
や
空
き
区
画
は

本
町
に
と
っ
て
重

要
な
資
源
と
な
り

え
る
。
今
後
、
既

存
住
宅
団
地
の
空

き
区
画
に
つ
い
て

詳
細
な
調
査
を
行

い
実
態
把
握
に
努

め
、
所
有
者
の
理

解
を
得
る
中
で
、

定
住
の
受
け
皿
と

し
て
利
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
誘
導

す
る
取
り
組
み
を

行
う
。
第
五
次
竜

王
町
総
合
計
画
の
目
標
人
口

１
４
，
０
０
０
人
を
達
成
す

る
た
め
に
、
現
状
あ
る
資
源

の
利
活
用
を
は
じ
め
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
先
行
し
て
取

り
組
む
。

国道477号沿いの近江牛の看板

　森島 芳男 議員　松浦　博 議員

問　

郷
土
の
誇
り
と
自

信
を
も
っ
て
全
国
に
近
江

牛
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き

で
あ
り
、
発
祥
の
地
と
自

負
す
る
当
町
か
ら
「
近
江

牛
発
祥
の
地
」
を
宣
言
し

て
は
ど
う
か
。

問答
「
近
江
牛
発
祥
の
地
」を

「
近
江
牛
発
祥
の
地
」を

  

宣
言
で
き
な
い
か

宣
言
で
き
な
い
か

「
竜
王
の
近
江
牛
」
を

 

効
果
的
に
発
信
し
た
い

の
販
売
・
収
益
力
の
向
上
の

た
め
町
内
畜
産
農
家
を
中
心

に
「
竜
王
町
畜
産
ク
ラ
ス
タ

ー
協
議
会
」
を
３
月
に
設
立

し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
と
併
せ

「
竜
王
の
近
江
牛
」
に
つ
い

て
、
そ
の
歴
史
や
文
化
を
付

加
価
値
と
し
て
加
え
た
効
果

的
な
発
信
を
考
え
て
い
る
。

早期に住宅団地の空き区画対策を早期に住宅団地の空き区画対策を問

定住の受け皿として利活用を図っていく答

既存住宅団地の空き区画案内看板

答　

滋
賀
県
で
の
肉
用
牛

の
１
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数

は
全
国
２
位
で
あ
り
、
そ
の

約
７
割
近
く
が
近
江
牛
と
な

る
黒
毛
和
種
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
素
と
な
る
子
牛
の

９
割
近
く
を
県
外
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
子
牛
の
価

格
高
騰
が
大
き
な
課
題
。
本

町
に
お
い
て
は
、
地
域
全
体

竹中 久次（苗村出身　1840－1913）
　明治時代東京浅草近辺に牛鍋屋「米久」
を開業、最盛期には多くの支店を持ち、
米久の牛肉と言えば知らないものがない
といわれるほど栄えた

西居 庄蔵（苗村出身　1854－1924）
　郡内に散在する牛馬商の経営不振を憂
い、自らが組合長となり蒲生郡牛馬組合
を組織し、さらに一般農家が家畜を売買
しやすくするため湖東常設家畜市場を設
置した

近江牛を取り巻く竜王町の先人

町内既存住宅の空き区画状況
（H27.6調査）

松が丘 136区画
美松台 17区画
松陽台 9区画
希望が丘 30区画
さくら団地 94区画
合　計 286区画

※区画のほとんどが個人所有地　　
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問　

平
成
27
年
10
月
以

降
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通

知
さ
れ
、
税
や
社
会
保
障

な
ど
の
手
続
き
で
の
利
用

が
今
年
１
月
よ
り
開
始
さ

れ
た
。
竜
王
町
で
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
申
請
の
状

況
と
町
内
人
口
に
対
す
る

割
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
希
望
す
る
場
合
は
国
の

委
託
を
受
け
た
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ
申

請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
竜
王
町
に
住
所
登
録
が

あ
る
方
の
申
請
件
数
は
、
３

月
15
日
現
在
、
５
０
２
件
と

聞
い
て
お
り
、
町
内
割
合
と

し
て
は
４
・
１
％
で
あ
る
。

ま
た
、
機
構
に
お
い
て
発
行

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て
町
が
交
付
し
た

枚
数
は
１
４
７
件
で
あ
る
。

問　

災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
ず
、
速
や
か

に
復
興
に
つ
な
が
る
よ
う

住
民
支
援
の
体
制
構
築
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

平
成
25
年
秋
の
台
風
18
号

で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

災
害
発
生
後
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
の
対
象
外

と
な
る
場
合
に
備
え
、
竜

王
町
に
お
い
て
は
ど
の
よ

う
な
救
済
制
度
が
あ
る
の

か
。

答　

本
町
に
お
い
て
は
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
の
対
象

と
は
な
ら
な
か
っ
た
台
風
18

号
に
よ
る
住
宅
被
害
の
あ
っ

た
被
災
世
帯
に
対
し
て
、
県

が
創
設
し
た
支
援
制
度
に
よ

り
支
援
金
な
ら
び
に
義
援
金

が
支
給
さ
れ
た
。

　

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
の
適
用
条
件
を
満
た

さ
な
い
災
害
規
模
に
お
け
る

恒
久
的
な
支
援
制
度
と
し
て

制
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、

「
滋
賀
県
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
」
は
、
県
と
市
町

が
共
同
で
運
用
し
、
適
用
条

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
支

給
額
の
３
分
の
２
を
県
が
、

残
る
３
分
の
１
を
当
該
市
町

が
負
担
す
る
制
度
と
な
っ
て

い
る
。

平成25年台風1８号による浸水（弓削地先）

マイナンバーカードは役場窓口で交付されている

森島 芳男 議員　

被災後の生活再建支援は被災後の生活再建支援は
 どうするのか どうするのか

問

県と連携を図りながら取り組む答

問答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況
は

町
が
住
民
へ
交
付
し
た
枚
数
は 

１
４
７
件
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５年後には輸出が倍増目標
（澤井牧場）

ALT（外国語指導助手）と
共同した読み聞かせ（2年生）

町
特
産
品
に
よ
る

町
特
産
品
に
よ
る

  

観
光
振
興
を

観
光
振
興
を

町
内
３
牧
場
か
ら

 

２
０
０
頭
あ
ま
り
輸
出

問答

問　

竜
王
町
で
の
小
中

学
校
の
英
語
教
育
の
目
標

と
取
り
組
み
状
況
は
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育

園
で
の
今
後
の
英
語
教
育

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

平
成
21
年
度
以
降
、国

や
県
の
指
定
を
毎
年
度
継
続

的
に
受
け
、小
学
校
に
お
け

る
英
語
教
育
の
早
期
化
、教

科
化
に
向
け
た
英
語
科
授
業

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、低

学
年
か
ら
英
語
の
音
声
や
リ

ズ
ム
に
慣
れ
親
し
む
活
動
を

取
り
入
れ
、３
・
４
年
生
で
は

年
間
20
時
間
、５
・
６
年
生
で

は
年
間
50
時
間
の「
小
学
英

語
科
」を
新
設
し
た
。

　

ま
た
、中
学
校
で
は
、つ
ま

ず
き
診
断
テ
ス
ト
で
全
国
平

均
を
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回

る
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。

　

幼
稚
園
で

は
、英
語
の
音

声
や
表
現
に
触

れ
る
機
会
の
検

討
を
進
め
る
。

問　

日
本
の
２
０
１
５

年
の
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
額
が
前
年
比
21
・

８
％
増
の
７
，
４
５
２
億

円
、
３
年
連
続
で
過
去
最

高
を
記
録
。

　

竜
王
町
産
の
牛
肉
、
コ

メ
、
日
本
酒
な
ど
の
輸
出

の
現
状
は
ど
う
か
。

　

竜
王
イ
ン
タ
ー
東
側
の

町
有
地
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答　

肉
用
牛
は
、３
牧
場
か

ら
合
わ
せ
て
２
０
０
頭
あ
ま

り
が
輸
出
さ
れ
、５
年
後
に

は
倍
増
す
る
目
標
が
あ
る
。

　

ま
た
、地
酒
、鮒
ず
し
は
海

外
で
の
国
際
博
覧
会
や
商
談

会
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て

い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
東
側
の
土
地

は
、６
次
産
業
化
な
ど
に
よ

る
農
業
の
振
興
に
寄
与
で
き

る
加
工
製
造
業
種
の
誘
致

や
、観
光
Ｐ
Ｒ
の
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
大
変
魅
力
的
な

土
地
で
あ
る
。

安心して外出できる安心して外出できる
 地域社会を 地域社会を
ボランティアスマイル
 会員登録数　１１４名

問

答

問　

あ
る
日
、
突
然
何

ら
か
の
理
由
で
自
分
の

運
転
す
る
車
な
ど
で
自

ら
の
力
で
外
出
で
き
な

く
な
る
時
が
来
る
か
も

し
れ
な
い
。 

　

竜
王
町
の
制
度
の
谷

間
に
あ
る
交
通
弱
者
の

現
状
と
そ
の
対
策
は
。

英語教育の英語教育の
 取り組みは 取り組みは

問

「小学英語科」を新設答

答　

平
成
26
年
の
ニ
ー
ズ
調

査
で
は
、
２
９
５
名
の
方
が

バ
ス
や
電
車
で
一
人
で
外
出

で
き
な
い
と
回
答
さ
れ
て
い

る
。

　

竜
王
町
で
の
外
出
支
援
の

現
状
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
外
出

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
マ
イ

ル
を
は
じ
め
、
訪
問
介
護
事

業
所
、
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
マ
イ
ル

は
本
町
に
お
い
て
大
変
貴

重
な
社
会
資
源
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
活

動
の
規
模
や
状
況
に
応
じ
て

随
時
検
討
し
、
支
援
を
実
施

し
た
い
。

　内山 英作 議員

◀
事
務
局
の
川
部
由
紀
子
さ
ん
と

　
運
転
手
の
北
川
勇
さ
ん
、奥
健
三
さ
ん
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須惠・西川にまたがる国道477号沿いの町有地（約7,706㎡）

竜王駐在所（綾戸地先）

問　

昨
年
の
町
内
で
の

犯
罪
認
知
数
は
１
０
９
件

で
前
年
に
比
べ
22
件
の

増
。
ま
た
、
交
通
事
故
発

生
件
数
は
93
件
で
前
年
に

比
べ
１
件
の
減
。

　

近
江
八
幡
署
管
内
で
の

交
通
事
故
・
犯
罪
件
数
は

近
江
八
幡
駅
前
交
番
に
次

ぎ
竜
王
駐
在
所
が
２
番
目

に
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

「
竜
王
駐
在
所
を
交
番
に
」

と
要
望
活
動
を
行
っ
て
き

た
が
こ
れ
か
ら
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

答　

交
番
化
の
要
望
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
か
ら
、
関
係

機
関
に
対
し
、
町
、
町
議
会
、

町
自
治
会
連
絡
協
議
会
32
自

治
会
長
連
名
に
よ
る
要
望
書

の
提
出
、
要
請
行
動
を
行
っ

て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

平
成
27
年
度
に
は
近
江
八
幡

問　

人
口
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
に
は
、
竜

王
町
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
、

い
ち
早
く
集
合
住
宅
を
建

設
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

須
惠
地
先
の
町
有
地
を

活
用
し
て
、
集
合
住
宅
の

計
画
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

須
惠
・
西
川
に
ま
た
が

る
町
有
地
の
活
用
に
あ
た
っ

て
は
、
下
水
道
を
は
じ
め
と

し
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

た
め
の
、
公
共
投
資
な
ど
将

来
的
な
財
政
負
担
を
伴
う
こ

と
か
ら
町
全
体
の
将
来
見
通

し
が
必
要
と
な
る
。
本
町
に

お
い
て
の
住
宅
需
要
を
定
住

に
つ
な
げ
る
た
め
の
重
要
な

資
源
と
し
て
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

警
察
署
よ
り
今
後
の
県
内
警

察
関
係
施
設
整
備
構
想
を
伺

っ
て
お
り
、
時
期
に
つ
い
て

は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
本
町
に
お
け
る
犯
罪

認
知
件
数
が
増
加
方
向
に
あ

町有地を活用し集合住宅を町有地を活用し集合住宅を問

重要な資源として検討していく答

問答
竜
王
駐
在
所
を
交
番
に
で
き
な
い
か

竜
王
駐
在
所
を
交
番
に
で
き
な
い
か

早
期
の
実
現
に
向
け
た

 

協
議
を
行
っ
て
い
く

る
こ
と
か
ら
、
竜
王
交
番
化

へ
の
前
向
き
な
報
告
を
受
け

て
い
る
。

　

引
き
続
き
早
期
実
現
に
む

け
関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

岡山 富男 議員　

近江うし丸

交番と駐在所って何が違うの？
交番は、主として都市部に置かれ、警察官が交代で24時間体制
による警戒活動を行っています。
駐在所は原則として、一人の警察官が家族とともに駐在所に居
住しながら、地域の安全を守る活動を行っています。
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編 集 後 記

報
広
会
議
町
王
竜

議

会会
員
委
別
特
報
広
会
議
・
集
編
■

２
９
５
２
―
０
２
５
〒

３
口
小
町
王
竜
郡
生
蒲
県
賀
滋

３
１
７
３
―
８
５
）
８
４
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（
☎

報
広
会
議
町

竜
・
行
発
■

王

町

議

美松台　鎌田　勝治 さん

熊本地震により被災された皆さまへ心よりお見舞い申し上げます。

美松台　鎌田　勝治 さん

竜王町議会本会議を
　　　　　　傍聴して

インタタビビューーインタビュー

ののののののののののののののののののののののののののの町民の 声声

第
三
十
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

奨
励
賞 

【
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
賞
】受
賞

　
　
　
　
県
内
で
は
17
年
ぶ
り
の
受
賞
!!

３月
定例会

新年度予算を決定
たつの子議会

あなたの声を町政に

2
8
10

議会だより
りゅうおう

No.171
滋賀県竜王町議会
2015年５月1日 私

が
描
く  

僕
が
創
る  

竜
王
町  

次
の
60
年
へ
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